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緑色：「コミュニティ部門」選定地区

青色：「ビジネス部門」選定地区

桃色：「個人部門」選定者

「ディスカバー農山漁村の宝」（第８回選定）選定地区及び選定者位置図
む ら

当麻土地改良区

No.03 北海道 当麻町
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株式会社ELEZO社

No.04 北海道 豊頃町

株式会社敷信村農吉
No.29 広島県 庄原市

グループ農夫の会
No.09 山形県 山辺町

蔵王農泊振興協議会

No.08 宮城県 蔵王町

お茶の通販・京都おぶぶ茶苑合同会社

No.22 京都府 和束町

安城農林高校エグプロ研修班
with岡崎市

No.20 愛知県 岡崎市

「高松盆栽の郷」推進協議会
No.33 香川県 高松市

佐賀県立伊万里実業高等学校
ﾌー ﾄ゙ ﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ部

No.37 佐賀県 伊万里市

みやま市環境衛生課
循環型社会推進係

No.36 福岡県 みやま市

No.05 北海道 陸別町

日向 優

一般社団法人
三重県障がい者就農促進協議会

No.21 三重県 津市

空中の村
No.24 奈良県 十津川村

吉延営農組合
No.35 高知県 本山町

神山しずくプロジェクト
No.32 徳島県 神山町
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【農村文化体験・食育教育】

【６次化・企業との連携】

【６次化・ジビエ】

【棚田保全】

【農泊】

【若者の活躍・６次化】

【農福連携】

【６次化・輸出】

【地産地消・地域づくり】

【森林林業・移住定住】

【環境保全・鳥獣害対策】

【伝統の承継・輸出】

【若者の活躍・地産地消】

【環境保全・地産地消】

【水産・企業との連携】

北海道

東 北

関 東

近 畿

東 海

中 国

四 国

九州・沖縄

32

17

福島県喜多方市教育委員会

No.10 福島県 喜多方市
【食育教育】

株式会社いちごの里ファーム

No.12 栃木県 小山市
【農福連携・６次化】

14

一夜城ﾖﾛｲﾂ゙ ｶﾌｧー ﾑ・ﾏﾙｼｪ部会
No.14 神奈川県 小田原市

東京大学むら塾

【若者の活躍・荒廃農地対策】

19

No.19 岐阜県 飛騨市

有限会社牧成舎

【６次化】

株式会社日向屋

【荒廃農地対策・鳥獣害対策】

那須 誠

【ブランド化・輸出】

26

29 27

植田 輝義

【ブランド化・企業との連携】

31

黒川 真太郎

【６次化・地産地消】

38

山原女性農業者の会
No.38 沖縄県 名護市

【６次化・地産地消】

気仙沼水産資源活用研究会

No.07 宮城県 気仙沼市
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No.13 東京都 目黒区

No.25 和歌山県 田辺市

草間台エコミュージアム推進協議会
No.28 岡山県 新見市

【環境保全・荒廃農地対策】

28

13

16

環境大善株式会社

No.01 北海道 北見市
【環境保全・輸出】

北広島商工会「きたひろしま開拓
プロジェクト委員会」

No.02 北海道 北広島市01

02

【棚田保全】

株式会社ワカヤマファーム

No.11 栃木県 宇都宮市
11

No.23 大阪府 堺市
大阪府立農芸高等学校

【食育教育】

25

23

株式会社63Dnet
No.30 山口県 長門市

【６次化・地産地消】

愛媛県立三崎高等学校
「せんたんプロジェクト」

No.34 愛媛県 伊方町
【企業との連携・移住定住】 34

SAKU酒蔵ｱｸ゙ ﾘﾂー ﾘｽ゙ ﾑ推進協議会
No.15 長野県 佐久市

15

月影の郷運営委員会

No.17 新潟県 上越市

株式会社白銀カルチャー

No.16 新潟県 新潟市

【農村文化体験・若者の活躍】

【スマート農業】
北 陸

石川県漁業協同組合柴垣支所

No.18 石川県 羽咋市
【水産・伝統の承継】

中泊町農産物加工販売施設
出荷者協議会

No.06 青森県 中泊町
【地域づくり】
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No.26 和歌山県 田辺市

No.27 岡山県 岡山市

No.31 徳島県 阿南市 【６次化・景観保全】

【企業との連携・６次化】

【農泊・伝統の承継】

【伝統の承継・企業との連携】

【森林林業・６次化】
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06 
なかどまりまちのうさんふつかこうはんばいしせつしゅっかしやきょうぎかい

中泊町農産物加工販売施設出荷者協議会
ー 地域共生社会の核となる産直を目指して！

コミュニティ部門

県森青
•

•

 

地

了
贔

●農産物の集荷・宅配・移動販売を実現し、 高齢出荷者及び車を保
有していない買物弱者への支援を実施。

●商工業者等と協力して「ピュア朝市」の開催のほか、 地元高校生
のプロジェクトと連携した商品開発等を展開。

会員からの集荷状況

「ピュア朝市」の様子

●移動販売の売上は、 約3万円（平成30年度）から約600万円（令
和2年度）に増加しており、 高齢者等の買い物支援に貢献。

●「ピュア朝市」では農産物出品のほか、 ヨガや健康食の情報提供
など健康づくりを学習・実践できる機会も創出。
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08 
ざおうのうはくしんこうきょうぎかい

蔵王農泊振興協議会
ー 持続可能な地域づくり戦略SDZ(ao)s -

ワ ー ケ ー ション風景

ビジネス部門
D 

JIB
 

王
豆

蔵県城宮
．．

 

冒
口

[

『空き家」、「荒廃農地」等の「負債」を有効に利用することで、
「宿泊施設」、「観光農園」等の「資源」に転化。

●陶芸体験等の新たな体験コンテンツの導入、地域の食材を使った新メ
ニュ ー 開発ワ ークショップの実施など、観光資源を充実。

●農泊関連売上は、500万円（平成30年度）から1億5,000万円（令和
2年度）に増加。

●コロナ以降はワ ー ケ ー ション、マイクロツー リズム等の新たなタ ー

ゲットに切り替え、コロナ前よりも観光客が増加。

体験コンテンツ（陶芸体験） 17
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09 

のうふのかい

グル ー プ農夫の会
棚田のてっぺんまでの再生を。

コミュニティ部門

県形山
•

•

 

地

了
贔

●農作業体験や支援団体とのイベント活動、棚田米の販売など、地
域内外の協力により、棚田再生と地域活性化に向けて活動。

•モンテディオ山形を運営する山形県スポ ー ツ振興21世紀協会や山
辺町等と連携し、棚田での米づくりに着目した棚田再生を実施。

大蕨棚田米、 モンテ棚田米、 山響棚田米

蔵
一

ヽ

口

‘
ヽ

` I 

雪中棚田サッカ ー 大会

●棚田再生面積は、0.4ha（平成23年度）から2.6ha（令和2年度）
まで拡大、会員数も101名に増加。

●モンテディオ山形と連携した雪中棚田サッカ ー 大会、「棚田でピ
クニックコンサー ト」等の実施により交流人口の拡大に貢献。
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10 
ふくしまけんきたかたしきょういくいいんかい

福島県喜多方市教育委員会
ー 小学校農業科 いのちを育み、 いのちをつなぐ

コミュニティ部門

県島福
•

•

 

地

了
贔 駿かたし

喜多方市

収穫祭で農業科支援員へ感謝の手紙と握手

●国の構造改革特区の認定を受け、 市内全ての小学校が、 年間を通
し農業学習として「農業科」を実施。

●小学校農業科副読本による学習だけでなく、 稲、 大豆やトマト等
の多数の野菜を自ら栽培し、 調理・加工から食することまで実践。

●種まき、 栽培管理、 収穫、 調理、 試食までの実習のほか、 年間を
通じたまとめとして「小学校農業科作文コンク ー ル」を実施。

●地域の農業者を「農業科支援員」として配置。 子どもたちにはよ
り深い農業体験につながり、 農業者には活動の場や生きがいに。

力が必要な田押し車による除草 19





[URL] https://www.discovermuranotakara.com/

「ディスカバー農山漁村の宝アワード」ホームページ

お問合せ先

東北農政局 農村振興部 農村計画課 (TEL)022-261-6734
(FAX)022-216-4287

〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-3-1（仙台合同庁舎）

東北農政局 ディスカバー

農山漁村の宝アワード
む ら たから


	02_全国選定地図(p14).pdfから挿入したしおり
	スライド番号 1


